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1. 序 

既報 1)、2)では、日周期定常最大熱負荷計算から求めた最

大熱負荷発生時の蓄熱負荷について基本特性を解析した。

これは、休日運転停止の影響を含まない連日空調での蓄熱

負荷の特性であった。本報では、週休 2 日運転の空調設計

用蓄熱負荷の特性解析に先立ち、予冷熱終了時の蓄熱負荷

を連日運転蓄熱負荷と蓄熱負荷休日成分の 2 つに分けるこ

とを提案し、解析対象とする 2 つの成分について定義し、

さらに基準条件での蓄熱負荷の特性を示した。 

2. 基準条件と蓄熱負荷時刻変動特性 

 図１に示すような一面窓を持つ断面を想定し、8 方位室

に対して表 1 の基準条件を設定し解析を行った。まず、冷

房を例として、連日運転と週休 2 日運転での蓄熱負荷の時

刻変動を示す。図２は、冷房設計用気象データによる日周

期定常計算結果で、連続空調と間欠（連日）空調の室負

荷の差が蓄熱負荷を表す。日射の強い気象である Jc-t 基

準において蓄熱負荷が大きくなっていることが分かる。

図３は、標準年気象データによる年間計算から夏期代表 1

週間を取り出したもので、週休 2 日空調と連日空調の室

負荷の差が休日運転停止による蓄熱負荷、連日空調と連

続空調の差が前夜に空調を止めたことによる蓄熱負荷で

ある。休日運転停止による影響は、月曜日は 1 日中非常

に大きく、日が進むにつれて小さくなり、木曜日以降は

ほとんどない。 
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図３ 標準年気象データによる室負荷の時刻変動(冷房東インテリア・東京) 

表１ 基準計算条件 

図２ 設計用気象データによる日周期定常室負荷の 

時刻変動(冷房東インテリア・東京) 

図１ 基準オフィス断面 

気象 EA気象データ(1991～2000年、設計用)、地点：東京
[壁体材料(厚さ：mm)]
外壁：石こう板12+中空層+吹付け硬質ウレタン25+コンクリート
150+モルタル20+タイル8(熱貫流率U=0.78W/㎡K)
天井外壁：外壁に対して仕上げなし(U=0.87)
内壁：モルタル25+コンクリート250+モルタル25(U=2.23)
窓：透明単板+中間色ブラインド(U=4.54、日射熱取得率μ=0.48)
[その他]
家具類熱容量：15J/litK、隣室温度差係数：0.1、隙間風：0.2回/h、
地表面反射率：0.15、ペリメータ・インテリアゾーン換気：250CMH/m

内部発熱 (最大値)照明15W/㎡、機器15W/㎡、在室者0.15人/㎡

空調
空調期間：冷房6-9月、暖房12-3月(週休2日運転)、
空調時間：8:00-20:00(予冷熱1時間)、
設定室温：冷房26℃、暖房22℃、外気導入なし
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3. 蓄熱負荷の成分定義と基準条件（東京）での特性 

連日運転蓄熱負荷は、拡張アメダス設計用気象データを

使用した日周期定常計算から得られる最大装置負荷発生時

の蓄熱負荷と定義する。蓄熱負荷休日成分は、10 年分の実

在気象データを使用し連日空調と週休 2 日空調両ケースの

装置容量と能力不足時間率の関係を求め、両者の装置容量

の差として定義する。 

3.1 連日運転蓄熱負荷 

 図４に、例として、東京・基準条件での日周期定常暖房

最大熱負荷発生時の室負荷と蓄熱負荷の関係を示す。イン

テリア・ペリメータゾーンの室負荷の差は大きいが、蓄熱

負荷の差は 5W/㎡程度でそれほど大きくはなく、方位差も

小さい。図 4 の暖房蓄熱負荷に冷房蓄熱負荷も加え、解析

対象である連日運転蓄熱負荷としたものを、図５に示す。

冷房時では、東方位は蓄熱負荷が大きくなっているが、予

冷時以外に最大負荷が発生するペリメータゾーンのその他

の方位の蓄熱負荷は小さい。 

3.2 蓄熱負荷休日成分 

 図６に東方位インテリアゾーンにおける装置容量と能力

不足時間率の関係を示す。週休 2 日空調と連日空調の装置

容量差が休日運転停止の影響を表す。冷暖房それぞれで、

危険率の増減に伴う装置容量差の変動がみられる。本研究

では、能力不足時間率 1%のときの値を解析対象の蓄熱負

荷休日成分とした。蓄熱負荷休日成分の方位比較を図７に

示す。冷房時ではインテリア・ペリメータゾーン共に方位

差が小さく、蓄熱負荷は各方位で 10～20W/㎡程度であ

る。暖房時では方位差が生じ、特に北方位で蓄熱負荷が大

きくなる。これに対して、日射の影響の強い南よりの方位

では蓄熱負荷がかなり小さく、この日射の影響はインテリ

アにも及ぶことが分かる。 

3.3 週休２日運転の蓄熱負荷 

 図８に各窓方位における週休２日運転の蓄熱負荷を示

す。日周期定常最大熱負荷計算から求めた連日運転蓄熱負

荷に、10 年計算から求めた蓄熱負荷休日成分を加えたもの

を、週休 2 日運転の蓄熱負荷と定義する。また、予冷熱終

了時刻の蓄熱負荷を解析対象とし、冷房の S～W～N の 5

方位室については、予冷終了時に最大負荷が発生すると考

えられるインテリア蓄熱負荷の平均値で代表させた。連日

運転蓄熱負荷では冷房時に、蓄熱負荷休日成分では暖房時

にそれぞれ方位差が生じるため、週休２日運転の蓄熱負荷

としては方位差が生じることがわかる。週休２日運転の蓄

熱負荷は、暖房時の北方位の値が特に大きくなるが、冷房

時における東方位の値も相当に大きくなっている。 

4. 結 

 蓄熱負荷の 2 成分を定義し、基準条件における夜間及び

休日の蓄熱負荷の傾向を明らかにした。 
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図４ 日周期定常最大熱負荷発生時の 

室負荷と蓄熱負荷(暖房) 
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図５ 連日運転蓄熱負荷の方位比較 
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図６ 週休２日運転と連日運転における装置容量と 
蓄熱負荷休日成分（東インテリア） 
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